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学史学会によって出版された。内容は.1. r資本論』の思想史的背景. 2. r資本論』




文J(~経済論叢』第102巻第 5 号)ならびに rr資本論』第 1 部刊行100年にあたっての評価
































発端を DavidKoigen， Ideen zur PhilosophUJ， 1910 と JohannPlenge， Hegel叩 d
lV[arx， 1911にみているが， マルクス主義内部でマルクス像をめ「る論争としてこの問
題が脚光をあびてくるのは， 1923年に出版された二冊の著書，GeorgLukacs，的schichte













5S (362) 第 103巻第4号
を媒介とした連続性」を主張する。この立場は，同氏が「梯経済哲学批判序説Jなるサ












































































両者の継絶面をさぐりあてている， とわたしはみたい。 また， そのほうが「労働り疎
外」に関するマルクスの個性をうきぼりにすることができるであろう。
(本稿を執筆しおえたあとで，良知力氏の「へスは若きマノレグスの発展の座標軸たり
うるかJ (~思想j No. 539. 1969年5月)を見ることができた。この論点に深くかかわ
っているので，参照されたい。)
